
● 巾着網

　○カタクチイワシが８～１０月にかけて豊漁であった（図１）。

　○コノシロは６～１２月に漁獲された。（図２）。

●船びき網（南部標本組合）

　○イカナゴ漁は３月のみであったが、漁獲量は一昨年並であった（図３）。

● すずき流網: 中部標本船は４～１１月に漁が行われ、年間を通じ、平年並の漁獲であった（図５）。

● かれい刺網： 中部標本船のマコガレイは、１年を通じて不漁であった（図７）。
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：平年値(縦棒） ：平成１８年 ：平成１７年 ：平成１６年

　　図１・２は標本船の月漁獲量（ｔ）、図３・４は標本組合の月漁獲量（ｔ）、それ以外は１日１隻当たりの漁獲量（ｋｇ）を示す。

　○イワシシラスは、５～７月に春漁が行われ、６月は平年並であったが、その他の月は少なかった。
秋漁は、９月を除いてほとんど漁獲がなかった（図４）。

● さわら流網： 南部標本組合のサワラは、春漁は終漁期近くにまとまった漁獲が見られ、秋漁は８月以降、
平年を大きく上回る１歳魚を中心とする漁獲が続き豊漁であった（図６）。

● あなご篭： 中部標本船の漁獲量は、１年を通じて平年を下回り、非常に不漁であった（図８）。
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● タチウオひきなわ釣り： 中部標本組合は９～１２月に漁が行われたが、１２月以外は平年を下回った(図９)。

● 小型底びき網

　石げた網（中部標本組合）

　　○マコガレイは、周年きわめて不漁であった（図１０）。

　　○メイタガレイは、４月に平年並みの漁獲があったが、それ以外は不漁であった（図１１）。

　　○シタ類は、周年ほぼ平年並みであった（図１２）。

　　○ネズッポ類（ガッチョ）は、周年、不漁であった（図１３）。

　　○マアナゴは、７月に平年並みの漁獲があったが、それ以外はきわめて不漁であった（図１４）。

　　○ガザミ（ワタリガニ）は、昨年に比べて周年不漁であった（図１５）。

　　○ヨシエビ（シラサエビ）は、周年平年以下の漁獲であった（図１６）。

　　○クマエビ（アシアカ）は、１０～１２月に平年以上の漁獲があった（図１７）。

　　○小エビ類は、８月以降非常に豊漁であった（図１８）。
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　　１日１隻当たりの漁獲量（ｋｇ）を示す。
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　　○シャコは、周年不漁であった（図１９）。

　　○マダコは、７・８月に非常に不漁であったが、それ以外は平年並みであった（図２０）。

　　○コウイカ類は、４・５月と１１・１２月に平年を上回った（図２１）。

　　○トリガイは、１月から７月にかけて、平年を大きく上回ったが、８月以降激減した。（図２２）。

　板びき網

　　○中部のアジ類は、６月に平年以上の漁獲があったが、それ以外は平年以下で推移した（図２３）。

　　○中部のスズキは、３・４月は好漁であったが、それ以外は平年並みであった（図２４）。　

　　○中部のタチウオは、１月と１２月は好漁であったが、それ以外は平年並みであった（図２５）。

　　○中部のマナガツオは、１１月に好漁であった（図２６）。

　　○中部のイボダイ（ウボゼ、シズ）は、ほぼ平年並の漁獲であった（図２７）。

　　○中部のシログチ（クチ）は、１月から４月にかけて好漁が続いた（図２８）。
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　　１日１隻当たりの漁獲量（ｋｇ）を示す。
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　　○中部のマダイは、４月から７月にかけて、好漁が続いた（図２９）。

　　○中部のクロダイ（チヌ）は、周年好漁であった（図３０）。

　　○中部のハモは、５月から９月にかけて、好漁であった（図３１）。

　　○中部のマアナゴは、極めて不漁であった（図３２）。

　　○中部のカワハギ類（ハゲ）は、４月から６月は平年を上回ったが、それ以外は平年以下であった（図３３）。

　　○南部のヒラメは、年間を通じて、平年より多めに推移した（図３４）。

　　○南部のメイタガレイは、３・４月以外は、不漁であった（図３５）。

　　○南部の小エビ類は、周年ほぼ平年並で推移した（図３６）。

　　○中部のマダコは、年間を通じ不漁であった（図３７）。

　　○南部のコウイカ類は、３月から５月にかけて非常に豊漁であった（図３８）。
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